
(1)技術開発概要

①【技術開発の概要・目的】
きのこの栽培時において必ず発生する廃菌床は、産業廃棄物であり処理費がかかることから、堆肥や畜産農家用の敷料などへの再利用を目指しているが、全国で年間３０

万ｔ以上排出される廃菌床を全て堆肥などにすることはできず、多くの廃菌床が山積みされたまま放置され悪臭問題や環境問題へと発展するなど、大きな問題となっている。

本事業では、この廃菌床を乾燥させバイオマス燃料にし、排出事業者が自ら燃料として自家消費することで、産廃として処理費がかかっていた廃菌床が有価物（燃料）に代わる
という大きな経済的メリットに加え、化石燃料使用削減によるCO2排出抑制という環境的な貢献を目的とする。
重点課題：４-④

【事業名】廃菌床のバイオマス燃料化技術開発による廃棄物の資源化および地産地消モデルの実証

【代表者】㈱上野村きのこセンター 事業統括本部 部長 宮林憲司 【実施予定年度】平成28～28年度

②【技術開発の詳細】
(１)要素技術「廃菌床の粒度均一化」の開発
・今回選定した低コスト乾燥を可能にする気流式熱風乾燥機（環境エネルギー社製）に投入するために粒度を一定にする必要があり、それに応じた機器の開発の必要があっ
た。特に石突と呼ばれるきのこの根に当る部分は形状も大きいため、細かく粉砕する必要があり、最終的には5㎜アンダーに粒度を調節できるような機器の開発を行った。

(２)要素技術「低コスト乾燥機」の開発
・おからの乾燥機として実績のある気流式熱風乾燥機を廃菌床用に開発する必要があった。特に5㎜アンダーとはいえ、粒度にバラつきがあり、また含水率も異なる物質を
同時に乾燥させるために、風量を増強し、チャンバーの形状、熱風の温度など調整できるよう開発を行った。

(３) 全体システム(制御システム)の最適化
・個別では含水率や粒度が違う廃菌床を一定にし、4つの機器を連続運転できるように最適化を行った。
・各所にストッパー、センサーを配置し、作業者の安全面に配慮した最適化を行った。

③【システム構成】
投入破砕粉砕機、貯留ホッパー、乾燥機、フレコン投入機



①【実施体制】

②【実施スケジュール】

○事業化計画
・全国２００以上のきのこ栽培事業者に対する本事業モデルの周知営業活動
・乾燥後の廃菌床を自家使用以外でも販売できるモデルの構築

③【目標設定】

年度 2020 2025 2030

目標販売
台数(台) 10台 20台 30台

目標販売
価格(円/台) 7,500万円 7,500万円 7,500万円

④【事業化・普及の見込み】

㈱上野村きのこセンター 明星大学

日本工業大学

技術開発代表者

廃菌床乾燥システムの
開発・総指揮

廃菌床の研究・
設備機器の開発実績あり

理工学部
吉澤教授

環境・バイオマス分野の研究者
廃菌床の特性を知るための分析を依頼

ものづくり環境学科
八木田教授

ＬＣＡ分野（※）の研究者
ＬＣＡ評価および経済性評価を依頼

事業統括本部 部長 宮林憲司

（２）技術開発計画

○最終的な目標：

○事業展開における普及の見込み
・実用化段階コスト目標：１０円/㎏以下
・実用化段階単純償却年：５年程度



(３)技術開発成果

①【これまでの成果】

・最適機器の選定
廃菌床を乾燥させ、バイオマス燃料化の工程を投入、破砕、粉砕、貯留、乾燥、

フレコン投入という5つに分け、それぞれ必要となる機器をテストを行い選定できた。

・乾燥機の製造・改良
選定した気流乾燥機は元々おから乾燥機であったため、原料を廃菌床にした

場合のブロアの選定、セラミックボールの有無などテストし改良を行った。

・廃菌床バイオマス燃料化システムの確立
1時間400㎏以上の廃菌床を連続処理できるシステムを確立できた。

・数値目標
下記のような仕様書の数値目標は全て達成できた。

省エネルギー率５０％：目標達成（28年度末）
乾燥コスト２０円/㎏以下：目標達成（28年度末）
乾燥後の含水率１０％以下：目標達成（28年度末）

○2020年時点の削減効果 （試算方法パターン Ｃ, Ⅱ-ⅱ ）
・国内潜在市場規模：１６６台
（国内の年間廃菌床排出量を３０万ｔとして試算）

・2020年度に期待される最大普及量：１６台
（営業、生産能力増強計画に基づく最大生産台数）

・開発機器（システム、モデル）１台当たりのＣＯ２削減量：２８４ｔ/年
・年間CO2削減量：４，５４４t-CO2

○2030年時点の削減効果 （試算方法パターン Ｃ, Ⅱ-ⅱ ）
・国内潜在市場規模：１６６台
（国内の年間廃菌床排出量を３０万ｔとして試算）

・2030年度に期待される最大普及量：８３台
（廃菌床市場の５０％として試算）

・開発機器（システム、モデル）１台当たりのＣＯ２削減量：２８４ｔ/年
・年間CO2削減量：２万３，５７２t-CO2

②【ＣＯ２削減効果】

③【成果発表状況】

・マスコミや学会での発表は現時点ではないが、きのこセンターへの見学者には、
随時紹介している。

○大規模化計画
・ 2020年までに自家消費型だけではなく、FIT原料など大量消費先を開拓し、地
域の廃菌床のバイオマス燃料化も大規模に行う。自家消費であると消費量に依存
してしまう可能性があり、大規模化を行いコストを下げていくためには、自家消費
型モデル以外の事業デモルの検討も必要となる。

年度 2020 2025 2030
(最終目標）

FITなどの燃料として
販売開始（取引先数）

１ ５ １０

FIT事業者として
広域モデルの確立

○シナリオ実現上の課題
・事業化に向けた廃菌床の広域収集システムの確立
・自家消費以外のFIT原料など、大規模化が可能となるビジネスモデルの確立

○事業拡大シナリオ

④【技術開発終了後の事業展開】



○参考資料① ＜現地（上野村きのこセンター）設置状況＞

LPGバルクタンク設置予定場所

乾燥建屋



○参考資料② ＜現地（上野村きのこセンター）設置状況＞

機器設置前 乾燥ライン設置後

発生棟内の様子 菌床から生えた椎茸

発生棟から運び出す様子

1台には84個の菌床が乗る



○参考資料③

投入破砕機 乾燥機粉砕貯留ホッパー フレコン投入機

廃菌床2,520個
（約3.5ｔ、約6.7m3）

バイオマス燃原料
（約2ｔ、約10m3）

約118kg/回（30回/日） 貯留量：約300kg 乾燥能力：約400kg/h 処理能力：約1000kg/h

個数：菌床棚：30台×84個＝2,520個/日
重量：平均重量1.4㎏/個×2,520個＝約3.5ｔ （平均含水率：55％）
体積：110×120×200㎜/個（約2.7L）×2,520個＝6.7m3

1日平均2,520個処理（約3.5ｔ、約6.8m3）

＜現地（上野村きのこセンター）設置状況＞



CO2排出削減対策技術評価委員会による終了課題事後評価の結果

・ 評価点 5.4点 （10点満点中）

・ 評価コメント

– 本事業については計画通りに実施され、技術開発目標を概ね達成したものと評価するが、今後の
事後展開に向けては、菌床基材のひとつである木質基材は栽培する種類・混合比率がきのこによ
って異なるため、主なきのこの廃菌床についても乾燥テストデータの収集に努め、あわせて大規模
化・広域化に向けた検討を進めることを求める。

– バイオマス燃料の含水率（10％）については過乾燥による発火対策等も十分に検討し、あわせて乾

燥後は粉じん対策も重要となるため、消防法の指定可燃物としての取扱いに十分留意することを求
める。

– 本事業の実施内容について積極的に成果を広く公表し、その際は環境省「CO2排出削減対策強化
誘導型技術開発・実証事業」である旨を周知することを求める。

– 環境省補助金要項に従い採択時に告知したように、補助事業により整備された施設、機械、器具、
備品その他の財産には、環境省補助事業である旨を必ず明示すること。
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